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　学内において国際交流の機会は増えつつあるが，分

野を超えたアカデミックな交流の場をさらに増やすこ

とにより，留学生と一般学生の交流が一層深まること

が考えられる。学生自身が研究や興味・関心を発信で

きる場を作ることを目的に，平成26年12月5日 （金）

に，グローバルプレゼンテーションイベント「プレゼ

ンテーションアワー　〜世界が広がる22秒〜」を開催

した。当日は名古屋大学学生4名（留学生・一般学生

を含む）が日本語・英語によるプレゼンテーション

に臨んだ。学生による発表テーマは，「指輪物語の世

界（日本語）」，「セラミックの多様性について（日・

英）」，「野生のきのこの世界へ（日本語）」，「Corn: A 

Mesoamerican Legacy（英語）」であった。さらに今

回は第1回目の開催ということで，ゲストスピーカー

が国際的な活動（古田到氏：国連食糧計画（WFP）に 

おける活動や世界旅行の経験，松原あけ美氏：一般社

団法人こころかんにおける開発途上国での心の教育）

についてのプレゼンテーションを実施した。

　発表者は，22枚のスライドを用意し，1枚あたり22

秒を使うというルールの元，プレゼンテーションを行

う。発表者として参加した学生は，与えられた発表

フォーマットに従って，研究内容や興味・関心を披露

し，それぞれの創意工夫を凝らした効果的なプレゼン

テーションを準備し学ぶ機会を得た。

　本プログラムによって，教育成果を得たのは，プレ

ゼンターとして参加した学生だけではなく，発表を聞

きにイベントに参加した学生たちにも及んだ。同世代

の学生から魅力溢れるプレゼンテーションを聞くこと

で，アカデミックな刺激を受ける機会となった。また，

約半年間かけて，運営や企画等の準備を進めた学生実

行委員会のメンバーにとっては，教育イベント運営に

関わる実務経験を得る機会となった。今回のプレゼン

テーションイベントは，国際交流プログラムとして定

着しつつある，「スモールワールド・コーヒーアワー」

の特別企画としても位置づけている。プレゼンテー

ションの合間や終了後の懇親会等の場面において，参
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加者が学内におけるネットワークを広げられるようプ

ログラム内容を工夫し，参加学生間で新たな広がりや

繋がりが生じる場ともなった。

　プレゼンテーションイベントを準備した実行委員メ

ンバーたちは，平成27年度もこの大会を継続して実施

していきたいと希望し，名古屋大学同窓会の大学支援

事業の助成金に申請し，すでに採択されている。学内

において，グローバルプレゼンテーションイベントの

開催の試みとして，留学生支援事業を得て開催できた

ことは大きな成果があったといえる。今後も「プレゼ

ンテーションアワー　〜世界が広がる22秒〜」を通し

て，学生が自ら発信し，プレゼンテーション能力を高

め，国際色豊かなアカデミックな交流の場として発展

していくことが期待できる。


